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筑前海沿岸域のカタクチイワシの食性

吉田　幹英・池内　仁*・杉野　浩二郎・神薗　真人

(研究部)

Food Habits of Japanese Anchovy in the coastal area Of the Chikuzen Sea

Mikihide YosHIDA,Hitoshi IKEUCHI,Koujiro SUGINO and Masato KAMIZONO

(Research Department)

カタクチイワシは福岡湾や唐津湾を主漁場とし9

月から3月にかけて操業するあぐり網や集魚灯を用

いたすくい網,浮敷網での重要な漁獲物である。

しかし,カタクチイワシの好不漁の差は大きく1),

漁獲量の変動幅が大きく資源変動のメカニズムを

解明することが急がれている。ここでは,プラン

クトン食性魚の代表としてカタクチイワシがプラ

ンクトンを摂解し,より高次の栄養段階に取り込

まれる過程を解明するために,秋季の10月と冬季

の1月にカタクチイワシの胃内容物の分析結果から

カタクチワシの食性について検討した。

法

(1)プランクトン調査

図1こ示す調査点で1997年10月,'98年1月にプ

ランクトンの出現状況調査を行った。

植物プランクトンの採集は,北原式定量ネット
130.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131。

図1　調査点位置

*現水産林務部漁政課
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(網目XX13,口径20cm)を用いて水深20mから表面

までの鉛直曳きにより行い,10%のホルマリンで

固定した後,種を同定し,全体の5%を越える種及

び湿重量が5%を越える種について各細胞の長径,

短径を20細胞計測した。動物プランクトンは,ノ

ルバックネット(網目GG53,口径25cm)により海

底上1m深から海面までの斜め曳きにより採集し,

植物プランクトンと同様に種の同定と全体の5%を

越える種及び湿重量が5%を越える種について各個

体の長径,短径を20個体計測した。なおプランク

トンの分析はアジア航測(株)に委託して行った。

また,プランクトン調査を実施した月にあわせて

カタクチイワシの胃内容物調査を行い,海域中の

プランクトン組成と胃内容物のプランクトン組成

の関係について検討した。さらに,動物プランク

トンについてはカタクチイワシの体長との関係を

検討した。

(2)胃内容物調査

カタクチイワシの胃内容物の分析試料には,秋

季の'97年10月に船越漁協(体長範囲36～56mm,20
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個体),冬季の98年1月に福岡市漁協唐泊支所(体

長範囲53～81mm,12個体)のあぐり網で漁獲された

体長36～81mmの個体を32個体を用いた(図2)。カ

タクチイワシは,漁獲後直ちに約30%のホルマリ

ン海水で固定し,後日胃内容物中のプランクトン

の分析とサイズの測定を行った。

結果

1.プランクトン調査

1)植物プランクトン

調査毎の植物プランクトンの種類数,細胞数と

沈澱量を表1に示した。全調査期間の出現種類数は

珪藻類49種,渦鞭毛藻額8種,藍藻類l種の合計58

種が出現し,珪藻類が全出現種の8割以上を占めて

優占し,渦鞭毛藻類がこれに次いだ。

季節別にみた出現種類数は,秋季の10月が43種,

冬季の1月が34種で,秋季の10月に多い傾向にあり,

出現細胞数は10月が4.7×105cell/m3,1月が1.6×1

07cells/m3で,秋季に少なく冬季に多い傾向にあ

った。出現種類数が最も多かった珪藻類ではCha-

etoceros属が優占し, 10月, 1月とも全出現細胞数

の約60%を占め,その他Rhizosolenia属,Thalass

-losira属が多い傾向にあった。次に種類数の多い

渦鞭毛藻類ではCeratium属が秋季に4種出現し,

冬季にはNoctiluca miliarisが出現した.沈澱量は

秋季が5.6ml/m3,冬季が12.5ml/m3であり1月に多

く,特に冬季に細胞サイズの大きいNoctiluca

miliaris (長径約800μm)が優占したため沈毅量

は多かった。秋季と冬季の植物プランクトン優占

檀(上位5種)の細胞数とサイズを比較して表2に

示した.主な出現種は珪藻類のChaetoeros nippo-

nicum. Chaetoceros lorenzianum,Chaetoceros me-

ssanense,Chaetoceros sociale, Chaetoceros debile,

Chaetoceros decipens, Nitzschia pungens, Eucam-

pia zoodiacus　Bacteriastrum Varians,藍藻類のTri-

codesmiumsp.であった。細胞のサイズは, 10月の

上位第2位のNitzschiapungensが約100μmで,他

の優占種Chaetoceros liipponicum,Eucampia zoodi-

acusの約30μmに比べて,大きなサイズであった。

また, 1月の上位第1位のChaetocerossocialeは, 7

μmと小型であった.

表2　植物プランクトン優占種の細胞数とサイズ
(プランクトン調査)

月　　類別　　　優　占　種　　　　　　　　　　細胞数　サイズ
長径　短径

(cells/m3)(μm)(μm)

10月　珪藻類　と漁aeねcemが月彿∞おび戊

10月　珪藻帝」相加壷如皿拶郡

10月　珪藻類L c振融加野郎血躇以お肌Ⅷ

10月　珪藻類　語aeわC紺のヱ打e風ダβ月e乃βe

l0月　藍藻類　旭0ゐ且m血皿Sp.

77,000　　31　17

28,500　115　　5

21,000

21,000

21,000

1月　珪藻類　正治aeねcerPがぶOC由ゐ

1月　珪藻類　戯旭叩〆飢肌通お郡

1月　珪藻顛　¢ゐaeわcerPが壷的

1月　珪藻類　励Cね通がか儲け相通月が

1月　珪藻類　¢如eわcemが壷壷血が

6,246,000

3,870,000

738,000

612,000

576,000

7　　　7

37　　23

表1　植物プランクトンの種類数,細胞数と沈澱畳(プランクトン調査)

月　　珪　藻　額　　　　渦鞭毛藻類　　　　藍　藻　察　　　　　　合　　計　　　　　　　沈澱量

種類数　　細胞数　　種類数　細胞数　　種類数　細胞数　　　種類数　　細胞数
(cells/m3)　　(cells/m3)　　　(cells/m3)　　　　(cells/m3)　(ml/m3)

10月　　36　　　447.000　　　6　　　　6,750　1　　2上000　　　　43　　　474,750　　　　　5.6

1月　　32　16,195,500　　　2　　　18,000　　　　　　　　　　　　　　3416,213,500　　　12.5

合計　　4916,642,500　　　8　　　24,750　1　　2上000　　　　5816,688.250　　　18.1

表3　動物プランクトンの種類数と個体数と沈澱量(プランクトン調査)

月　　榛　脚　類　　　　幼　生　類　　　枝　角　額　　　そ　の　他　　　合　　計　　　　沈澱量

種額数　個体数　種顛数　個体数　種額数　個体数　種寮数　個体数　種類数　個体数
(個体/m3)　　(個体/m3)　(個体/m3)　　(個体/m3)　(個体/m3)　　(ml/m3)

10月　　　22　　　　350　　　　6　　　56　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　75　　　　36　　　552　　　1.1

1月　　13　　上681　　　5　　　78　　　　2　　　42　　　1　　　　6　　　24　　上931　14.8

合計　　22　　2,031　　　9　134　　　　2　　　42　　　　6　　　　81　　　47　2,483　　15.9
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2) 動物プランクトン

調査毎の動物プランクトンの種類数,個体数と

沈澱量を表3に示した。全調査期間を通した類別の

種類数はかい脚類22種,幼生類9種,枝角類2種,そ

の他6種の合計47種であり,かい脚額が全出現種の47

%,幼生類が19%で,かい脚類が優占した。季節別

の出現状況は秋季が36種,冬季が24種で秋季に多

い傾向がみられた。沈澱量は秋季に1.1ml/m3,冬季

に14.8ml/m3であり,秋季に少なく冬季に多い傾向

にあった。出現個体数は秋季が5.5×102個体/m3,

冬季が上9×103個体/m3で,秋季に少なく冬季に多

い傾向がみられた。月別にみた動物プランクトン

優占種(上位5種)の個体数とサイズを比較して表

4に示した。優占する動物プランクトンは,かい脚類

のPalacalanus parvus, Palacalanus aculeatus, Aca-

rtia omorii,Copepodite of Acartia,矢虫類の

Sagitta enflata,尾虫類Oikopuleura longicauda,

Oikopuleura dioica,Oikopuleura Spp.等であった。

季節別の出現状況は秋季に矢虫類のSagitta enfl-

ata,尾虫類のOikopuleura longicauda,かい脚類の

薗超　動物プランクトン優占種の個体数とサイズ

(プランクトン調査)

月　額別　　優占種　　　　　　　　　　個体数　　サイズ
長径　短径

(個体/m3)(nm)(mm)

10月　矢虫類　励廓ぬe月蝕ね

10月　尾虫類　鋤ゐl淵血喝血相ゐ

10月　榛脚舞茸」鈍駅路記紀温針配血短軸∬

10月　尾虫類　晦ゐ肌Spp.

47　　8.5　0.8

38　　0.5　0.3

33　　1.3　0.4

28　　　0.7　0.4

1月　榛脚顛　_蝕撒通加掴渾椚闇

1月　榛脚類.ノ転甜抗日泌肌彙

1月　模脚顛　Copepodite of Acartia

l月　尾虫額　の汝qpゐUg題Spp.

1月　尾虫顔　伽毎海田Ⅶ励壷

1,121　　0.9

202　　　0.9

202　　　0.7

65

47

0.3

0.3

0.2

表5　胃内容物,植物プランクトンの種類数と細胞数

Palacalanus aculeatus,Oikopuleura Spp.が優占した。

冬季は上位3種がかい脚類であり,Palacalanus parvus

が最も優占した。その他尾虫類のOikopuleura　Spp.,

Oikopuleura dioicaが次いだ。サイズが大きい種類

は矢虫類のSagitta enflataが約6.5～8.0mmで最も

大きく,次いでサルパ類のDoliolum Spp.が3.7mm

であり,その他の優占種は1mm以下であった。

表6　胃内容物.植物プランクトン優占種の細胞数とサイズ

月　　類別　　優占種　　　　　　　　　　　細胞数　　サイズ
長径　短径
(〝皿)(〝m)

10月　珪藻類　花月血甜わ血spp.

10月　珪藻層雲.Ⅳ抱独油壷spp.

10月　珪藻顛　彪鋲ゐ彿元日撒止且ね

10月　珪藻額　磨汝deね乃emaCOβね紬皿

10月　藍藻類　旭0(ね且m元皿地元カ月Ul五

9,076　　25　14

114　　44　　3

110　17　　8

79　13　12

40　154　　6

1月　珪藻類　腸ゐ彿元日和庇且ね

1月　珪藻類　乃a血ggゐ彿柑Spp.

1月　珪藻類　Cb血od料乱げSpp.

1月　珪藻類　Cb血od料cIJgWa上ねぷが

1月　珪藻類.血路叩南都通料朋

877　　22　　8

390　　22　　8

103

43

33

乱闘内容物訝獣融紳遊

周植物雷獣融紳瀞

カタクチイワシ1個体当たりの植物プランクト

ンの種類数と細胞数を表5に示した。植物プランク

トンの出現種は全期間を通して23種が出現し,珪

藻類が19種と出現種の約8割を占め,出現細胞数も

ほぼ全量が珪藻類であり,カタクチイワシ1個体平

均で6.5×103cellsであった。

季節別にみた植物プラクトン優占種(上位5種)

の細胞数とサイズを表6に示した。主な出現種は珪

藻類のThalassisira spp.,Nitzschia spp.,Melosira

sulcata,Skeletonema costatum,Coscinodisus spp.,

単位:カタクチイワシ1個体平均

月　　　　　珪藻類　　　　　渦鞭毛藻類　　　　そ　の　他　　　　　　合　　計
種顆数　細胞数　種額数　細胞数　種類数　細胞数　　種類数　細胞数

10月　15　　　9,470.00　　2　　5.50　　　　　2　　　43.50　　19　　9,517.00

1月　11　　上506.67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　上506.67

全期　19　　　6.483.75　　2　　3.44　　　　　2　　　27.19　　　23　6,513つ3

教習　　胃内容物,動物プランクトンの種類数と個体数　　　　　　　　　　　　　　　単位:カタクチイワシ1個体平均

月　　榛　脚　類　　　　幼　生　額　　　　枝　角　額　　　　尾　虫　類　　　　そ　の　他　　　　　合　計

種類数　個体数　種類数　個体数　種類数　個体数　種類数　個体数　種類数　個体数　　種額数　個体数

10月　18　　57.30　　　8　　14.10　　　2　　　　0.10　　1　　　0.10　　　　3　　　0つ5　　　　32　　71.75
1月　　20　　25.33　　　5　　　1.42　　　　　　　　　　　　　1　　　0.42　　　1　　0.08　　　　27　　27.25

全期　　27　　45.31　　8　　　　9.35　　　2　　　　0.06　　1　　　0.22　　　4　　　0.12　　　　45　　55.06

ー　21-
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Coscinodiscus wailesii, Eucampia zoodiacus,藍藻

類のTricodesmium thiebautiiであった。

出現状況を季節別に見ると秋季の10月は種類数

が15種,細胞数がカタクチイワシ1個体平均9.5×

103cells,冬季は種類数が11種,細胞数が1.5×103

cellsであり,冬季は植物プランクトンの出現細胞

数は秋季に比べ少なく, 10分の1程度であった。ま

た,秋季はThalassisira spp.が全出現細胞数の95

%を占め優占した。

優占したプランクトンのサイズは,秋季の第5位

の優占種である藍藻類のTrichodesmium thiebautii

が長径約150μmで他に比べ大きいが,その他の種

は50μm以下であった。

表8　胃内容物,動物プランクトン優占種の個体数とサイズ

類　別　　　優占種　　　　　　　　　個体数　サイズ

長径　短径

(fZm) u皿)

10月　榛脚類　Euterpinaacutifrons

lO月　幼生額　Umbo larva of Pelecypoda

lO月　椀脚顛　Acartiasp.

10月　榛脚顛　OI肋onaspp.

10月　擁脚頼　Calanoida

41.00　　621 171

ll.90　　349　320

4.30　1191　359

2.85　　543　168

1.55　　750　350

1月　榛脚額　Copepodite of Paracalanus
l月　榛脚類　Acartiasp.

1月　榛脚顛　Calanoida

l月　榛脚額　Paracalanus parvus

1月　榛脚類　Copepodite of Acartia

8.08　　740　258

>.00　　927　267

3.58　　808　283

3.00　　907　298

2.50　　702　217

2)動物プランクトン

調査毎の動物プランクトンの種類数と個体数を

嚢7に示した。動物プランクトの出現種は全期間を

通じて45種が出現し,類別組成としてはかい脚類が3

0種と出現種の過半数を占め,次いで幼生額が8種,

枝角類が2種類出現した。出現個体数は,かい脚類が

最も多く全出現量の82%,幼生類が17%でこれに次

いだ。動物プランクトンの出現状況を季節別に見

てみると,秋季は種類数が18種,個体数がカタク

チイワシ1個体平均71.75個体,冬季は種類数が20

檀,個体数が27.25であり,種類数はほぼ同様で,

個体数は秋季に多く,冬季に少ない傾向にあった。

季節別にみた優占種の個体数とサイズを表8に示

した。主な出現種としてはかい脚類のEuterpinaacti-

irons, Acartia sp., Oithona sppり　Calanoida,

Copepodite of Palacalanus, Paracalanusparvus,

Copepodite of Acartia,幼生類のUmbo larva of

Pelycypodaであった。

優占種は秋季10月の幼生類Umbo larva of Pely-

cypoda以外は,いづれもかい脚類が優占種であった。

優占した動物プランクトンのサイズは,かい脚類

のAcartiasp.が0.9-1.lmmで最も大きく,次に

Paracalanusparvusが0. 9mm台, Calanoidaが0. 8mm

台, Copepodite of Palacalanus, Copepodite of

Acartiaが0. 7mm台, Euterpina actifronsが　0. 6mm台,

Oithona spp.が0. 5mm台であった。

動物プランクトン摂餌量をカタクチイワシの体

長別に比較したものを図3に示した。最も多く出現

した種はかい脚類のEuterpina acutifronsであり,カ

タクチイワシ1個体平均の出現量が6.2個体であり,
Lr

体長56mm以上での出現は見られなかった　　Umbo

larva of Pelycypodaは平均出現量が1.9個体,Aca-

rtia sp.は平均出現量が1.8個体で,両種は広い体

長範囲で出現がみられた。  Copepodite of Para-

calanusは平均摂餌量1.1個体であり,体長36-49m

mでは2個体以下で出現量は少ないが,体長50-80m

mにかけては摂餌量が多い傾向がみられた　Oithona

spp.は体長50mmで摂餌量がやや多い傾向が見られ

たが,体長36-80mmにかけて量的には少ないなが

らも摂餌がみられた。

% 察

近藤はカタクチイワシの成長段階毎にプランク

トンに対する摂餌選択性を報告しているZ)。そこで,

胃内容物調査と海域調査を行った'97年10月と, '9

8年1月の海域のプランクトン組成と胃内容物の組

成を比較したものを図4こ示した。

'97年10月に胃内容物組成で95.7%と優占した

Thalassiosira.属が海域調査では2. 2%と組成割合が

低く, Chaetoceros属が61%と優占していた。また

'98年1月には,海域中で60.5%と優占するChaeto-

ceros属は胃内容物からは見られず, Melosirasulc-

ataが58. 2%,Thalassisira spp.が25.9%と優占し

ていた。このことからThalassisira属を選択的に摂

餌し, Chaetoceros属の摂餌は少ないことが伺えた

が,Chetoceros属はThalassisira属に比較して,小

型であり細胞壁の厚みの違いにより消化速度に差

異があるこが考えられる。また,胃内容物の分析

時の未消化物の割合は全調査個体で10%-100%の

間にあり,変動幅がかなりあり,摂餌されたプラ

ンクトン種全体を把握するためには,サンプリン

グを三谷3)のように午後の空胃率の低い時間帯に行
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図3　カタクチイワシの体長と動物プランクトンの摂餌量(1個体当たり)
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10月プランクトン調査

図4　植物プランクトン組成の比教

三谷3)のように午後の空胃率の低い時間帯に行い,

漁獲後すぐにホルマリンで固定することが必要で

ある。

動物プランクトンでは,'97年10月にEuterupina

acutifrons,Umbo Larva of Pelycypodaは胃内容

物組成としては優占していたが,海域調査におい

ては出現が見られなかった。また,'98年1月には

Copepodite of Paracalanusが胃内容物として優占

したが,海域中での組成率が低く,摂餌に際して

の選択性が伺えた。

'96年7月,10月,'97年2月の筑前海のプランク

トン調査4)によるとChaetoceros属が優占していた

と報告されており,今回の調査結果からもChaeto-

ceros属の組成が高く,カタクチイワシの餌料プラ

ンクトンとしてのChaetoceros属の役割を室内実験

等を含めて検討する必要があろう。さらに,カタ

クチイワシがプランクトンを摂餌する際に,植物

プランクトンと動物プランクトンの摂餌差につい

ても検討する必要がある。

要　　　　　　約

1)海域調査での植物プランクトンは種類数,細胞

数とも珪藻類が出現種の大部分を占め,渦鞭毛

藻類がこれに次いだ。優占する種は珪藻類の

Chaetoceros属であった。

2)海域調査での動物プランクトンの出現種類数は

かい脚類,幼生類が多く,出現細胞数は枝角類の

Penilia  avirostris　かい脚類のAcartia omorii,Corycaeus

affinis,Palacalanus parvus,幼生類の　Copepodite

of Acartia,Nauplius of Balanomorpha等が優

占した。

3)胃内容物中の植物プランクトンは珪藻類が優占

し,主な出現種はThalassiosira属,Skeletonema属

,Melosira属,Eucampia属,Coscinodiscus属

であった。動物プランクトンはかい脚類,幼生類

が優占し,主な出現種はかい脚類のEuterpina acti-

frons,Paracalanus parvus,Oithona　Spp.,Onca-

ea media,幼生類のUmbo Larva of Pelycypoda,

Copepodite of Palacalanusであった。

4)植物プランクトンの摂餌量はカタクチイワシ1

個体平均で植物プランクトンが6.5×103細胞,動

物プランクトンは55個体であった。

5)カタクチイワシは摂餌に際してThalassiosir属,

Melosira属を選択的に摂餌することが伺えたが,

プランクトンの消化についての検討が必要であ

る。
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